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（訂正）平成22年３月期 第2四半期決算短信（連結）の一部訂正に関するお知らせ 

 

平成21年11月４日に発表しました平成22年３月期 第2四半期決算短信（連結）の記載内容に一部訂正がありま

すので、下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 

〔平成 22 年３月期 第 2四半期決算短信（連結）〕（３ページおよび 10 ページ） 

（定性的情報・財務諸表等） 

  １．連結経営成績に関する定性的情報（３ページ） 

【訂正前】 

（略） 

    ②人材活用事業 

（略） 

 また、平成 21 年７月に株式取得により子会社化した飲食店舗居抜き流通業は、平成 21 年７月

から９月までの３ヶ月間の状況では、ほぼ前年並みの推移をしており当第２四半期連結累計期間

のグループ業績に寄与しております。  

 このような状況から、売上高は 3,337,200 千円（前年同期比 12.6％減）となりました。また、

利益面におきましては、売上高が減少する中で、販管費の圧縮、飲食店舗居抜き流通業が寄与し、

営業利益では 50,030 千円（前年同期比 31.9％増）となりました。 

 

 

【訂正後】 

                     （略） 

    ②人材活用事業 

（略) 

     このような状況から、売上高は 3,026,898 千円（前年同期比 20.8％減）となりました。また、

利益面におきましては、売上高が減少する中で、販管費の圧縮に努めましたが、営業利益 26,832

千円（前年同期比 29.3％減）となりました。 

 

③飲食店舗居抜き流通事業 

平成 21 年７月に株式取得により子会社化した飲食店舗居抜き流通業は、平成 21 年７月から９

月までの３ヶ月間の状況では、ほぼ前年並みの推移をしており、売上高は 310,302 千円となりま

した。また、利益面におきましては、営業利益 23,198 千円となりました。 

 

 

 

 

 



    ５．【四半期連結財務諸表】 

（5）セグメント情報 【事業の種類別セグメント情報】（10ページ） 

【訂正前】 

     当第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 

 移動体通信事業 

（千円） 

人材活用事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高      

(1)外部顧客に 

  対する売上高 
4,298,098 3,262,357 7,560,456 ― 7,560,456

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
― 74,842 74,842 (74,842) ―

計 4,298,098 3,337,200 7,635,299 (74,842) 7,560,456

営業利益 250,403 50,030 300,434 1,289 301,723

（注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

        ２ 各事業の主なサービス  

           (1)移動体通信事業・・・携帯端末の販売及び附帯サービス全般  

           (2)人材活用事業・・・・労働派遣法に基づく一般労働者派遣、特定労働者派遣、業務 

請負、職業安定法に基づく有料職業紹介、ビルメンテナンス事業、飲食店舗居抜き流 

通事業等  

       ３ 平成 21 年７月１日より株式会社テンポリノベーションを連結の範囲に含めており、平 

成 21 年７月１日から平成 21 年９月 30 日までの損益を人材活用事業に含めて計上しており 

ます。 

         また、これにより人材活用事業における資産が前連結会計年度末に比べ増加しており 

ます。その概要は次のとおりであります。 

        差入保証金   674,056 千円 

        貸与資産    274,742 千円 

 

【訂正後】 

     当第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 

 
移動体通信事業 

（千円） 

人材活用事業

（千円） 

飲食店舗居抜

き流通事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

売上高       

(1)外部顧客に 

  対する売上高 
4,298,098 2,952,055 310,302 7,560,456 ― 7,560,456

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
― 74,842 ― 74,842 (74,842) ―

計 4,298,098 3,026,898 310,302 7,635,299 (74,842) 7,560,456

営業利益 250,403 26,832 23,198 300,434 1,289 301,723

（注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

      ２ 各事業の主なサービス  

        (1)移動体通信事業・・・携帯端末の販売及び附帯サービス全般  

        (2)人材活用事業・・・・労働派遣法に基づく一般労働者派遣、特定労働者派遣、業務 

請負、職業安定法に基づく有料職業紹介、ビルメンテナンス事業等  

  (3)飲食店舗居抜き流通事業・・・飲食店舗の出店・退店支援、サブリース等 

３ 事業区分の変更  

 平成 21 年７月 16 日に株式会社テンポリノベーションの株式を取得し、連結子会社化いた 

しました。  

 当第２四半期連結累計期間より「飲食店舗居抜き流通事業」を営む株式会社テンポリノベー

ションを新たに連結範囲に含めたことに伴い、同事業が加わりました。 

    また、これにより資産が前連結会計年度末に比べ増加しております。 

    その概要は次のとおりであります。 

      差入保証金   674,056 千円 

      貸与資産    274,742 千円 

以上 


